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本論文では、ウェアラブル計算環境における計算機の操作および、閲覧に関する課題について検討を行い、両手入力
や音声コンテンツ、 P2P (peer to peer) 技術などを利用することにより、ウェアラブル計算環境におけるコンテンツ
の操作および閲覧を容易とするシステムを実現している。
本論文は全 6 章で構成され、その内容は以下の通りである。まず、第 1 章において序論を述べ、第 2 章では、計算
機の操作性向上を目的として、二つのマウスを計算機に接続して計算機を両手で操作可能とするダブルマウスシステ
ムを提案し、実装している。ダブルマウスシステムでは計算機上における 2 点を指定する操作などを簡単化している。
また、ウェアラブル計算環境で、の利用に適したインタフェースとして、 4方向スイッチとボタンを搭載した二つの指
輪型デ、バイスを試作している。さらに、実現したシステムを利用した評価実験を実施し、有用性を示している。
第 3 章では、ウェアラブル計算環境において携帯性および操作性が高く、環境に依存しない文字入力システムを実
現するために、二つのパイメニューとダブルマウスを利用して文字入力を行うダブルパイメニューシステムを提案し、
実装している。ダブルパイメニューシステムでは、スクリーン上に表示した二つのパイメニューのうち、一方のパイ
メニューには母音を配置し、他方のパイメニューには子音を配置することで、両手で効果的に文字入力を行うことを
可能としている。また、ダブルパイメニューのシステム有用性を評価するために評価実験を実施し、操作性や、習熟
の容易性を示している。
第 4 章では、ウェアラブル計算環境において環境の影響を受けにくく、他の作業との並行性が高い情報コンテンツ
閲覧システムを実現するため、音声コンテンツを利用した Sound Web システムを実現している。 Sound Web システ
ムでは、音声コンテンツ中にリンクを設定し、それぞれの音声コンテンツをハイパーリンクの形式で接続することに
より音声情報を構造化している。また、被験者を用いた評価実験を実施し、実験結果をもとにシステムの有用性や問
題点について考察を行っている。
第 5 章では、ウェアラブル計算環境向けのコンテンツ共有の基礎技術を確立するため、各ユーザ、がインターネット
上から受信し、蓄積したウェブコンテンツを P2P ネットワークで相互に共有するウェブコンテンツ共有システムを実
現している。また、コンテンツ作者がコンテンツの流通を制御する機構や、コンテンツの改ざんを防止する機構を実
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現し、その有用'性について考察を行っている。
第 6 章では、本研究全体のまとめを行ったうえで、ウェアラブル計算環境の未来像について考察し、本論文のまと
めを行っている。
論文審査の結果の要旨
本論文は、未来の計算機利用スタイルとして注目されているウェアラブ、ル計算環境におけるコンテンツ操作および
閲覧システムに関する研究結果をまとめたものであり、主な成果を要約すると次の通りである。
(1) ウェアラブル計算環境向けの両手入力を利用した計算機操作システムとしてダブルマウスシステムの設計と
実装を行っている。評価実験によりシステムの有用性を明らかにしている。また、ウェアラブル計算機での利
用に適した指輪型の入力インタフェースを試作している。
(2) ウェアラブル計算環境での利用に適した文字入力システムとして、二つのマウスと二つのパイメニューを利用
し入力を行うダブルパイメニュー方式を実現している。評価実験により操作性に優れることや習熟が容易であ
ることなどを明らかにしている。
(3) ウェアラブル計算環境での音声情報を利用したハイパーリンク型のコンテンツ操作および閲覧システムを実
現している。さまざまな応用例を示すとともに、評価実験によりシステムの有用性について明らかにしている。
凶) ワェアラブ、ル計算環境におけるコンテンツ共有の基礎技術を確立するため、 P2P 型ネットワークを利用した
ウェブコンテンツ共有システムを実現している。実現システムではコンテンツの改ざんなどについて考察を行
い、改ざんを防止する仕組みを実装している。
以上のように、本論文はウェアラブル計算環境におけるコシテンツ操作および閲覧システムを実現するなど、有用
な研究成果をあげており、情報システム工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるも
のと認める。
- 744 一
